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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被験者の身体内の糖量の食事前後における変化を示す糖量変化情報を求めるための尿糖
計であって、
　前記被験者が尿の測定を実行すると、尿中の糖成分である尿糖を検出する尿糖測定手段
と、
　前記尿糖測定手段による検出の結果を尿糖値として記憶する記憶手段と、
　計時開始からの時間を計測する計時手段と、
　前記計時手段の計測時間が所定時間を経過したときにその旨を報知する時報手段と、
　食直前の尿糖値と食後の尿糖値との差を尿糖変化値として演算する尿糖変化値演算手段
と、
　前記尿糖変化値演算手段により演算した尿糖変化値を前記糖量変化情報として出力する
糖量変化情報出力手段と、
　前記各手段を制御する制御部と、
　を備え、
　前記制御部は、
　前記尿糖測定手段により尿糖が検出されると、当該検出の結果を前記食直前の尿糖値と
して前記記憶手段に記憶するとともに、前記計時手段に計測を開始させ、
　前記時報手段に対して前記所定時間として第１の時間を設定して、前記食直前の尿糖値
の検出から前記第１の時間が経過すると、尿糖値を測定すべき旨を前記時報手段により前
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記被験者に報知させ、
　当該報知後に前記尿糖測定手段により尿糖が検出されると、当該検出の結果を前記食後
の尿糖値として、当該食後の尿糖値と前記記憶手段に記憶された前記食直前の尿糖値との
差を前記尿糖変化値演算手段により演算させ、当該演算の結果得られた尿糖変化値を前記
糖量変化情報として出力する、
　尿糖計。
【請求項２】
　前記第１の時間は２時間である、
　請求項１に記載の尿糖計。
【請求項３】
　前記食直前の尿糖値の測定の前に食前の尿糖値を測定するための食前測定モードを前記
被験者に指定させる食前測定モード指定手段を更に備え、
　前記制御部は、
　前記食前測定モード指定手段によって前記食前測定モードが指定されている場合には、
前記尿糖測定手段により尿糖が検出されると、当該検出の結果を前記食前の尿糖値として
前記記憶手段に記憶するとともに、前記計時手段に計測を開始させ、
　前記時報手段に対して前記所定時間として第２の時間を設定して、前記食前の尿糖値の
検出から前記第２の時間が経過すると、尿糖値を測定すべき旨を前記時報手段により前記
被験者に報知させ、
　当該報知後に前記尿糖測定手段により尿糖が検出されると、当該検出の結果を前記食直
前の尿糖値として前記記憶手段に記憶するとともに、前記計時手段に計測を開始させ、前
記時報手段に対して前記所定時間として前記第１の時間を設定し、当該第１の時間が経過
した後に検出された前記食後の尿糖値と前記第２の時間が経過した後に検出された前記食
直前の尿糖値との差を、前記尿糖変化値として前記尿糖変化値演算手段により演算させる
、
　請求項１または請求項２に記載の尿糖計。
【請求項４】
　前記第２の時間は１時間である、
　請求項３に記載の尿糖計。
【請求項５】
　前記尿糖変化値演算手段により演算した尿糖変化値に基づいて身体内の糖量変化の可否
について判定する糖量変化可否判定手段を更に備え、
　前記糖量変化情報出力手段は、更に、前記糖量変化可否判定手段により判定した身体内
の糖量変化の可否についての指標を出力する、
　請求項１乃至請求項４のいずれか一項に記載の尿糖計。
【請求項６】
　前記糖量変化可否判定手段は、身体内の糖量変化の可否について、尿糖変化値≦２０mg
/dlの場合には可に該当する「良好」、２０mg/dl＜尿糖変化値≦５０mg/dlの場合には否
に該当する「やや高い」、５０mg/dl＜尿糖変化値の場合には否に該当する「高い」と判
定することを特徴とする請求項５記載の尿糖計。
【請求項７】
　前記食後の尿糖値の測定の後に尿糖値を再度測定させるための食後再測定モードを前記
被験者に指定させる食後再測定モード指定手段を更に備え、
　前記制御部は、
　前記食後再測定モード指定手段によって前記食後再測定モードが指定されている場合に
、前記糖量変化可否判定手段によって身体内の糖量変化が可でないと判定されると、前記
計時手段に計測を開始させ、
　前記時報手段に対して前記所定時間として第３の時間を設定して、当該第３の時間が経
過すると、尿糖値を測定すべき旨を前記時報手段により前記被験者に報知させ、当該報知
後に前記尿糖測定手段により尿糖が検出されると、当該検出の結果を前記食後の尿糖値と
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して、当該食後の尿糖値と前記記憶手段に記憶された前記食直前の尿糖値との差分を前記
尿糖変化値演算手段により演算させる、
　請求項５または請求項６に記載の尿糖計。
【請求項８】
　前記第３の時間は１時間である、
　請求項７に記載の尿糖計。
【請求項９】
　基準食と通常食との間で、被験者の身体内の糖量の食事前後における変化の差を示す食
差糖量変化情報を求めるための尿糖計であって、
　前記被験者が尿の測定を実行すると、尿中の糖成分である尿糖を検出する尿糖測定手段
と、
　前記尿糖測定手段による検出の結果を尿糖値として記憶する記憶手段と、
　計時開始からの時間を計測する計時手段と、
　前記計時手段の計測時間が所定時間を経過したときにその旨を報知する時報手段と、
　食直前の尿糖値と食後の尿糖値との差を尿糖変化値として演算する尿糖変化値演算手段
と、
　前記基準食と前記通常食のいずれかを前記被験者に指定させる食種指定手段と、
　基準食の尿糖変化値と通常食の尿糖変化値との差を食差尿糖変化値として演算する食差
尿糖変化値演算手段と、
　前記食差尿糖変化値演算手段により演算した食差尿糖変化値を前記食差糖量変化情報と
して出力する食差糖量変化情報出力手段と、
　前記各手段を制御する制御部と、
　を有し、
　前記制御部は、
　前記食種指定手段によって基準食が指定された場合には、
　前記尿糖測定手段により尿糖が検出されると、当該検出の結果を基準食直前の尿糖値と
して前記記憶手段に記憶するとともに、前記計時手段に計測を開始させ、
　前記時報手段に対して前記所定時間として第１の時間を設定して、前記基準食直前の尿
糖値の検出から前記第１の時間が経過すると、尿糖値を測定すべき旨を前記時報手段によ
り前記被験者に報知させ、
　当該報知後に前記尿糖測定手段により尿糖が検出されると、当該検出の結果を基準食後
の尿糖値として、当該基準食後の尿糖値と前記記憶手段に記憶された前記基準食直前の尿
糖値との差を前記尿糖変化値演算手段により演算させ、当該演算の結果を前記基準食の尿
糖変化値として前記記憶手段に記憶し、
　前記制御部は、
　前記食種指定手段によって通常食が指定された場合には、
　前記尿糖測定手段により尿糖が検出されると、当該検出の結果を通常食直前の尿糖値と
して前記記憶手段に記憶するとともに、前記計時手段に計測を開始させ、
　前記時報手段に対して前記所定時間として前記第１の時間を設定して、前記通常食直前
の尿糖値の検出から前記第１の時間が経過すると、尿糖値を測定すべき旨を前記時報手段
により前記被験者に報知させ、
　当該報知後に前記尿糖測定手段により尿糖が検出されると、当該検出の結果を通常食後
の尿糖値として、当該通常食後の尿糖値と前記記憶手段に記憶された前記通常食直前の尿
糖値との差を前記尿糖変化値演算手段により前記通常食の尿糖変化値として演算させ、
　前記通常食の尿糖変化値と前記基準食の尿糖変化値との差を前記食差尿糖変化値演算手
段により演算させ、当該演算の結果得られた食差尿糖変化値を、前記食差糖量変化情報と
して出力する、
　尿糖計。
【請求項１０】
　被験者の身体内の糖量の食事前後における変化を示す糖量変化情報および基準食と通常
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食との間における前記変化の差を示す食差糖量変化情報を求めることが可能な尿糖計であ
って、
　前記被験者が尿の測定を実行すると、尿中の糖成分である尿糖を検出する尿糖測定手段
と、
　前記尿糖測定手段による検出の結果を尿糖値として記憶する記憶手段と、
　計時開始からの時間を計測する計時手段と、
　前記計時手段の計測時間が所定時間を経過したときにその旨を報知する時報手段と、
　食直前の尿糖値と食後の尿糖値との差を尿糖変化値として演算する尿糖変化値演算手段
と、
　前記尿糖変化値演算手段により演算した尿糖変化値を前記糖量変化情報として出力する
糖量変化情報出力手段と、
　基本モードとして、食事前後における前記尿糖変化値を求める第１モードと、基準食と
通常食との間で前記尿糖変化値の差を食差尿糖変化値として求める第２モードとのいずれ
かを前記被験者に選択させる基本モード選択手段と、
　前記基準食と前記通常食のいずれかを前記被験者に指定させる食種指定手段と、
　基準食の尿糖変化値と通常食の尿糖変化値との差を前記食差尿糖変化値として演算する
食差尿糖変化値演算手段と、
　前記食差尿糖変化値演算手段により演算した食差尿糖変化値を、前記食差糖量変化情報
として出力する食差糖量変化情報出力手段と、
　前記各手段を制御する制御部と、
　を有し、
　前記制御部は、
　前記基本モード選択手段により前記第１モードが指定された場合には、
　前記尿糖測定手段により尿糖が検出されると、当該検出の結果を前記食直前の尿糖値と
して前記記憶手段に記憶するとともに、前記計時手段に計測を開始させ、
　前記時報手段に対して前記所定時間として第１の時間を設定して、前記食直前の尿糖値
の検出から前記第１の時間が経過すると、尿糖値を測定すべき旨を前記時報手段により前
記被験者に報知させ、
　当該報知後に前記尿糖測定手段により尿糖が検出されると、当該検出の結果を前記食後
の尿糖値として、当該食後の尿糖値と前記記憶手段に記憶された前記食直前の尿糖値との
差を前記尿糖変化値演算手段に演算させ、当該演算の結果得られた尿糖変化値を前記糖量
変化情報として出力し、
　前記制御部は、
　前記基本モード選択手段により前記第２モードが選択され、且つ、前記食種指定手段に
よって基準食が指定された場合には、
　前記尿糖測定手段により尿糖が測定されたことを検出されると、前記尿糖測定手段によ
る測定の結果を基準食直前の尿糖値として前記記憶手段に記憶するとともに、前記計時手
段に計測を開始させ、
　前記時報手段に対して前記所定時間として前記第１の時間を設定して、前記基準食直前
の尿糖値の検出から前記第１の時間が経過すると、尿糖値を測定すべき旨を前記時報手段
により前記被験者に報知させ、
　当該報知後に前記尿糖測定手段により尿糖が検出されると、当該検出の結果を基準食後
の尿糖値として、当該基準食後の尿糖値と前記記憶手段に記憶された前記基準食直前の尿
糖値との差を前記尿糖変化値演算手段に演算させ、当該演算の結果を前記基準食の尿糖変
化値として前記記憶手段に記憶し、
　前記制御部は、
　前記基本モード選択手段により前記第２モードが選択され、且つ、前記食種指定手段に
よって通常食が指定された場合には、
　前記尿糖測定手段により尿糖が検出されると、当該検出の結果を通常食直前の尿糖値と
して前記記憶手段に記憶するとともに、前記計時手段に計測を開始させ、
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　前記時報手段に対して前記所定時間として前記第１の時間を設定して、前記通常食直前
の尿糖値の検出から前記第１の時間が経過すると、尿糖値を測定すべき旨を前記時報手段
により前記被験者に報知させ、
　当該報知後に前記尿糖測定手段により尿糖が検出されると、当該検出の結果を通常食後
の尿糖値として、当該通常食後の尿糖値と前記記憶手段に記憶された前記通常食直前の尿
糖値との差を、前記尿糖変化値演算手段により前記通常食の尿糖変化値として演算させ、
当該通常食の尿糖変化値と前記基準食の尿糖変化値との差を前記食差尿糖変化値演算手段
により演算させ、当該演算の結果得られた食差尿糖変化値を前記食差糖量変化情報として
出力する、
　尿糖計。
【請求項１１】
　前記第１の時間は２時間である、
　請求項９または請求項１０に記載の尿糖計。
【請求項１２】
　前記食直前の尿糖値、前記基準食直前の尿糖値、または前記通常食直前の尿糖値の測定
の前に食前の尿糖値を測定するための食前測定モードを前記被験者に指定させる食前測定
モード指定手段を更に備え、
　前記制御部は、
　前記食前測定モード指定手段によって前記食前測定モードが指定されている場合には、
前記尿糖測定手段により尿糖が検出されると、当該検出の結果を前記食前の尿糖値として
前記記憶手段に記憶するとともに、前記計時手段に計測を開始させ、
　前記時報手段に対して前記所定時間として第２の時間を設定して、前記食前の尿糖値の
検出から前記第２の時間が経過すると、尿糖値を測定すべき旨を前記時報手段により前記
被験者に報知させ、
　当該報知後に前記尿糖測定手段により尿糖が検出されると、当該検出の結果を前記食直
前の尿糖値、前記基準食直前の尿糖値、または前記通常食直前の尿糖値として前記記憶手
段に記憶するとともに、前記計時手段に計測を開始させ、前記時報手段に対して前記所定
時間として前記第１の時間を設定し、当該第１の時間が経過した後に検出された前記食後
の尿糖値と、前記第２の時間が経過した後に検出された前記食直前の尿糖値、前記基準食
直前の尿糖値、または前記通常食直前の尿糖値との差を、前記尿糖変化値として前記尿糖
変化値演算手段により演算させる、
　請求項９乃至請求項１１のいずれか一項に記載の尿糖計。
【請求項１３】
　前記第２の時間は１時間である、
　請求項１２に記載の尿糖計。
【請求項１４】
　前記食差尿糖変化値演算手段により演算した食差尿糖変化値に基づいて通常の食事内容
の可否について判定する食事内容可否判定手段を更に備え、
　前記食差糖量変化情報出力手段は、更に、前記食事内容可否判定手段により判定した通
常の食事内容の可否についての指標を出力する、
　請求項９乃至請求項１３のいずれか一項に記載の尿糖計。
【請求項１５】
　前記食事内容可否判定手段は、通常の食事内容の可否について、食差尿糖変化値＜－５
０mg/dlの場合には可に該当する「少ない」、－５０mg/dl≦食差尿糖変化値≦５０mg/dl
の場合には否に該当する「同等」、５０mg/dl＜食差尿糖変化値の場合には否に該当する
「多い」と判定することを特徴とする請求項１４記載の尿糖計。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、食事前後における身体内の高血糖状態を測定する尿糖計に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　糖尿病に代表されるように、糖に対する身体代謝機能が低下すると、血液中や尿中にお
ける糖濃度が高くなる。従来、糖尿病治療やその予防のため、かかる糖に対する身体代謝
機能の検査は、被測定者から摂取した血液からその採取時における血液中の糖濃度（血糖
値）を測定する血糖計（例えば、特許文献１や特許文献２）、又は、被測定者から排泄さ
れた尿からその排泄時における尿中の糖濃度（尿糖値）を測定する尿糖計（例えば、特許
文献３）を用いて、食後一定時間経過後に血糖値又は尿糖値を測定し、この測定時におけ
る血糖値又は尿糖値の大きさから糖に対する身体代謝機能の可否を確認することによって
行われている。ここで、食後一定時間経過後に測定するのは、おおよそ食後一定時間経過
後に血糖値又は尿糖値がピーク値となり、このピーク値に基づいて糖に対する身体代謝機
能を評価するためである。
【特許文献１】特開２００３－３３４１８０号公報
【特許文献２】特開２００３－３０２４０６号公報
【特許文献３】特開平９－２９７１２０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、摂取した食事に基づいての血液中及び尿中に生じる糖濃度は、摂取した
食事の種類によって腸での消化作用や炭水化物の含有量が異なるため、血糖値のピーク時
間とピークの値が異なる。さらに、血糖値を元にもどろうとする力、いわゆる耐糖能が個
人によっても異なっている。したがって、必ずしも食後一定時間経過後にピーク値になる
とは限らない。一方、上述した従来の血糖計又は尿糖計は、採取時又は排泄時における血
糖値又は尿糖値を測定するものである。
【０００４】
　したがって、従来の血糖計を用いての糖に対する身体代謝機能の評価は、従来の血糖計
により食後一定時間経過後（例えば、血糖計の場合には食後１時間経過後）に測定した血
糖値又は尿糖値が必ずしもピーク値であるとは限らないため、信頼性に欠けるところがあ
った。
【０００５】
　また、従来の血糖計を用いて信頼性の高い評価をするためには、食後短時間間隔毎（例
えば、食後１０分間隔毎）に血糖値を測定してその変化傾向を調べ、ピーク値となる時点
を特定しなければならないため、手間が掛かった。
【０００６】
　そこで、本発明は、このような上述したような事情に鑑みて、糖に対する身体代謝機能
を評価するにあたって、手間が少なく信頼性の高い結果情報を示すことができる尿糖計を
提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するために、一つの観点によると、本発明の尿糖計は、被験者の身体内
の糖量の食事前後における変化を示す糖量変化情報を求めるための尿糖計であって、前記
被験者が尿の測定を実行すると、尿中の糖成分である尿糖を検出する尿糖測定手段と、前
記尿糖測定手段による検出の結果を尿糖値として記憶する記憶手段と、計時開始からの時
間を計測する計時手段と、前記計時手段の計測時間が所定時間を経過したときにその旨を
報知する時報手段と、食直前の尿糖値と食後の尿糖値との差を尿糖変化値として演算する
尿糖変化値演算手段と、前記尿糖変化値演算手段により演算した尿糖変化値を前記糖量変
化情報として出力する糖量変化情報出力手段と、前記各手段を制御する制御部とを備え、
前記制御部は、前記尿糖測定手段により尿糖が検出されると、当該検出の結果を前記食直
前の尿糖値として前記記憶手段に記憶するとともに、前記計時手段に計測を開始させ、前
記時報手段に対して前記所定時間として第１の時間を設定して、前記食直前の尿糖値の検
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出から前記第１の時間が経過すると、尿糖値を測定すべき旨を前記時報手段により前記被
験者に報知させ、当該報知後に前記尿糖測定手段により前記尿糖が検出されると、当該検
出の結果を前記食後の尿糖値として、当該食後の尿糖値と前記記憶手段に記憶された前記
食直前の尿糖値との差を前記尿糖変化値演算手段により演算させ、当該演算の結果得られ
た尿糖変化値を前記糖量変化情報として出力することを特徴とする。
【０００８】
　好ましくは、前記第１の時間は２時間である。
【０００９】
　また、この観点の別の形態によると、前記食直前の尿糖値の測定の前に食前の尿糖値を
測定するための食前測定モードを前記被験者に指定させる食前測定モード指定手段を更に
備え、前記制御部は、前記食前測定モード指定手段によって前記食前測定モードが指定さ
れている場合には、前記尿糖測定手段により尿糖が検出されると、当該検出の結果を前記
食前の尿糖値として前記記憶手段に記憶するとともに、前記計時手段に計測を開始させ、
前記時報手段に対して前記所定時間として第２の時間を設定して、前記食前の尿糖値の検
出から前記第２の時間が経過すると、尿糖値を測定すべき旨を前記時報手段により前記被
験者に報知させ、当該報知後に前記尿糖測定手段により尿糖が検出されると、当該検出の
結果を前記食直前の尿糖値として前記記憶手段に記憶するとともに、前記計時手段に計測
を開始させ、前記時報手段に対して前記所定時間として前記第１の時間を設定し、当該第
１の時間が経過した後に検出された前記食後の尿糖値と前記第２の時間が経過した後に検
出された前記食直前の尿糖値との差を、前記尿糖変化値として前記尿糖変化値演算手段に
より演算させる。この場合、前記第２の時間は１時間であるのが好ましい。
　また、この観点の別の形態によると、前記尿糖変化値演算手段により演算した尿糖変化
値に基づいて身体内の糖量変化の可否について判定する糖量変化可否判定手段を更に備え
、前記尿糖変化情報出力手段は、更に、前記糖量変化可否判定手段により判定した身体内
の糖量変化の可否についての指標を出力する。
【００１０】
　また、この観点の別の形態によると、前記糖量変化可否判定手段は、身体内の糖量変化
の可否について、尿糖変化値≦２０mg/dlの場合には可に該当する「良好」、２０mg/dl<
尿糖変化値≦５０mg/dlの場合には否に該当する「やや高い」、５０mg/dl<尿糖変化値の
場合には否に該当する「高い」と判定する。
【００１１】
　また、この観点の別の形態によると、前記食後の尿糖値の測定の後に尿糖値を再度測定
させるための食後再測定モードを前記被験者に指定させる食後再測定モード指定手段を更
に備え、前記制御部は、前記食後再測定モード指定手段によって食後再測定モードが指定
されている場合に、前記糖量変化可否判定手段によって身体内の糖量変化が可でないと判
定されると、前記計時手段に計測を開始させ、前記時報手段に対して前記所定時間として
第３の時間を設定して、当該第３の時間が経過すると、尿糖値を測定すべき旨を前記時報
手段により前記被験者に報知させ、当該報知後に前記尿糖測定手段により尿糖が検出され
ると、当該検出の結果を前記食後の尿糖値として、当該食後の尿糖値と前記記憶手段に記
憶された前記食直前の尿糖値との差分を前記尿糖変化値演算手段により演算させる。
【００１２】
　好ましくは、前記第３の時間は１時間である。
【００１５】
　また、第２の観点によると、本発明の尿糖計は、基準食と通常食との間で、被験者の身
体内の糖量の食事前後における変化の差を示す食差糖量変化情報を求めるための尿糖計で
あって、前記被験者が尿の測定を実行すると、尿中の糖成分である尿糖を検出する尿糖測
定手段と、前記尿糖測定手段による検出の結果を尿糖値として記憶する記憶手段と、計時
開始からの時間を計測する計時手段と、前記計時手段の計測時間が所定時間を経過したと
きにその旨を報知する時報手段と、食直前の尿糖値と食後の尿糖値との差を尿糖変化値と
して演算する尿糖変化値演算手段と、前記基準食と前記通常食のいずれかを前記被験者に
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指定させる食種指定手段と、基準食の尿糖変化値と通常食の尿糖変化値との差を食差尿糖
変化値として演算する食差尿糖変化値演算手段と、前記食差尿糖変化値演算手段により演
算した食差尿糖変化値を前記食差糖量変化情報として出力する食差糖量変化情報出力手段
と、前記各手段を制御する制御部とを有し、前記制御部は、前記食種指定手段によって基
準食が指定された場合には、前記尿糖測定手段により尿糖が検出されると、当該検出の結
果を基準食直前の尿糖値として前記記憶手段に記憶するとともに、前記計時手段に計測を
開始させ、前記時報手段に対して前記所定時間として第１の時間を設定して、前記基準食
直前の尿糖値の検出から前記第１の時間が経過すると、尿糖値を測定すべき旨を前記時報
手段により前記被験者に報知させ、当該報知後に前記尿糖測定手段により前記尿糖が検出
されると、当該検出の結果を基準食後の尿糖値として、当該基準食後の尿糖値と前記記憶
手段に記憶された前記基準食直前の尿糖値との差を前記尿糖変化値演算手段により演算さ
せ、当該演算の結果を前記基準食の尿糖変化値として前記記憶手段に記憶し、前記制御部
は、前記食種指定手段によって通常食が指定された場合には、前記尿糖測定手段により尿
糖が検出されると、当該検出の結果を通常食直前の尿糖値として前記記憶手段に記憶する
とともに、前記計時手段に計測を開始させ、前記時報手段に対して前記所定時間として前
記第１の時間を設定して、前記通常食直前の尿糖値の検出から前記第１の時間が経過する
と、尿糖値を測定すべき旨を前記時報手段により前記被験者に報知させ、当該報知後に前
記尿糖測定手段により尿糖が検出されると、当該検出の結果を通常食後の尿糖値として、
当該通常食後の尿糖値と前記記憶手段に記憶された前記通常食直前の尿糖値との差を前記
尿糖変化値演算手段により前記通常食の尿糖変化値として演算させ、前記通常食の尿糖変
化値と前記基準食の尿糖変化値との差を前記食差尿糖変化値演算手段により演算させ、当
該演算の結果得られた食差尿糖変化値を、前記食差糖量変化情報として出力することを特
徴とする。この場合、前記第１の時間は２時間であることが好ましい。
【００１６】
　さらに第３の観点によると、本発明の尿糖計は、被験者の身体内の糖量の食事前後にお
ける変化を示す糖量変化情報および基準食と通常食との間における前記変化の差を示す食
差糖量変化情報を求めることが可能な尿糖計であって、前記被験者が尿の測定を実行する
と、尿中の糖成分である尿糖を検出する尿糖測定手段と、前記尿糖測定手段による検出の
結果を尿糖値として記憶する記憶手段と、計時開始からの時間を計測する計時手段と、前
記計時手段の計測時間が所定時間を経過したときにその旨を報知する時報手段と、食直前
の尿糖値と食後の尿糖値との差を尿糖変化値として演算する尿糖変化値演算手段と、前記
尿糖変化値演算手段により演算した尿糖変化値を前記糖量変化情報として出力する糖量変
化情報出力手段と、基本モードとして、食事前後における前記尿糖変化値を求める第１モ
ードと、基準食と通常食との間で前記尿糖変化値の差を食差尿糖変化値として求める第２
モードとのいずれかを前記被験者に選択させる基本モード選択手段と、前記基準食と前記
通常食のいずれかを前記被験者に指定させる食種指定手段と、基準食の尿糖変化値と通常
食の尿糖変化値との差を前記食差尿糖変化値として演算する食差尿糖変化値演算手段と、
前記食差尿糖変化値演算手段により演算した食差尿糖変化値を、前記食差糖量変化情報と
して出力する食差糖量変化情報出力手段と、前記各手段を制御する制御部と、を有し、前
記制御部は、前記基本モード選択手段により前記第１モードが指定された場合には、前記
尿糖測定手段により尿糖が検出されると、当該検出の結果を前記食直前の尿糖値として前
記記憶手段に記憶するとともに、前記計時手段に計測を開始させ、前記時報手段に対して
前記所定時間として第１の時間を設定して、前記食直前の尿糖値の検出から前記第１の時
間が経過すると、尿糖値を測定すべき旨を前記時報手段により前記被験者に報知させ、当
該報知後に前記尿糖測定手段により尿糖が検出されると、当該検出の結果を前記食後の尿
糖値として、当該食後の尿糖値と前記記憶手段に記憶された前記食直前の尿糖値との差を
前記尿糖変化値演算手段に演算させ、当該演算の結果得られた尿糖変化値を前記糖量変化
情報として出力し、前記制御部は、前記基本モード選択手段により前記第２モードが選択
され、且つ、前記食種指定手段によって基準食が指定された場合には、前記尿糖測定手段
により尿糖が測定されたことを検出されると、前記尿糖測定手段による測定の結果を基準
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食直前の尿糖値として前記記憶手段に記憶するとともに、前記計時手段に計測を開始させ
、前記時報手段に対して前記所定時間として前記第１の時間を設定して、前記基準食直前
の尿糖値の検出から前記第１の時間が経過すると、尿糖値を測定すべき旨を前記時報手段
により前記被験者に報知させ、当該報知後に前記尿糖測定手段により尿糖が検出されると
、当該検出の結果を基準食後の尿糖値として、当該基準食後の尿糖値と前記記憶手段に記
憶された前記基準食直前の尿糖値との差を前記尿糖変化値演算手段に演算させ、当該演算
の結果を前記基準食の尿糖変化値として前記記憶手段に記憶し、前記制御部は、前記基本
モード選択手段により前記第２モードが選択され、且つ、前記食種指定手段によって通常
食が指定された場合には、前記尿糖測定手段により尿糖が検出されると、当該検出の結果
を通常食直前の尿糖値として前記記憶手段に記憶するとともに、前記計時手段に計測を開
始させ、前記時報手段に対して前記所定時間として前記第１の時間を設定して、前記通常
食直前の尿糖値の検出から前記第１の時間が経過すると、尿糖値を測定すべき旨を前記時
報手段により前記被験者に報知させ、当該報知後に前記尿糖測定手段により尿糖が検出さ
れると、当該検出の結果を通常食後の尿糖値として、当該通常食後の尿糖値と前記記憶手
段に記憶された前記通常食直前の尿糖値との差を前記尿糖変化値演算手段により前記通常
食の尿糖変化値として演算させ、当該通常食の尿糖変化値と前記基準食の尿糖変化値との
差を前記食差尿糖変化値演算手段により演算させ、当該演算の結果得られた食差尿糖変化
値を前記食差糖量変化情報として出力することを特徴とする。この場合、前記第１の時間
は２時間であることが好ましい。
【００１７】
　上記第２と第３の観点の一つの形態によると、前記食直前の尿糖値、前記基準食直前の
尿糖値、または前記通常食直前の尿糖値の測定の前に食前の尿糖値を測定するための食前
測定モードを前記被験者に指定させる食前測定モード指定手段を更に備え、前記制御部は
、前記食前測定モード指定手段によって前記食前測定モードが指定されている場合には、
前記尿糖測定手段により尿糖が検出されると、当該検出の結果を前記食前の尿糖値として
前記記憶手段に記憶するとともに、前記計時手段に計測を開始させ、前記時報手段に対し
て前記所定時間として第２の時間を設定して、前記食前の尿糖値の検出から前記第２の時
間が経過すると、尿糖値を測定すべき旨を前記時報手段により前記被験者に報知させ、当
該報知後に前記尿糖測定手段により尿糖が検出されると、当該検出の結果を前記食直前の
尿糖値、前記基準食直前の尿糖値、または前記通常食直前の尿糖値として前記記憶手段に
記憶するとともに、前記計時手段に計測を開始させ、前記時報手段に対して前記所定時間
として前記第１の時間を設定し、当該第１の時間が経過した後に検出された前記食後の尿
糖値と、前記第２の時間が経過した後に検出された前記食直前の尿糖値、前記基準食直前
の尿糖値、または前記通常食直前の尿糖値との差を、前記尿糖変化値として前記尿糖変化
値演算手段により演算させる。この場合、前記第２の時間は１時間であるのが好ましい。
　また、これらの観点の別の形態によると、前記食差尿糖変化値演算手段により演算した
食差尿糖変化値に基づいて通常の食事内容の可否について判定する食事内容可否判定手段
を更に備え、前記食差尿糖変化情報出力手段は、更に、前記食事内容可否判定手段により
判定した通常の食事内容の可否についての指標を出力する。
【００１８】
　また、この観点の別の形態によると、前記糖量変化可否判定手段は、通常の食事内容の
可否について、食差尿糖変化値<－５０mg/dlの場合には可に該当する「少ない」、－５０
mg/dl≦食差尿糖変化値≦５０mg/dlの場合には否に該当する「同等」、５０mg/dl<食差尿
糖変化値の場合には否に該当する「多い」と判定する。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明の尿糖計は、被験者の身体内の糖量の食事前後における変化を示す糖量変化情報
を求めるための尿糖計であって、尿糖測定手段により、被験者が尿の測定を実行すると、
尿中の糖成分である尿糖を検出し、食直前尿糖値を出力し、記憶手段により、尿糖測定手
段による検出の結果を尿糖値として記憶し、時報手段により、計時開始からの時間を計測
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する計時手段と、計時手段の計測時間が所定時間を経過したときにその旨を報知し、尿糖
変化値演算手段により食後の尿糖値と食直前の尿糖値との差を示す尿糖変化値を演算し、
糖量変化情報出力手段により尿糖変化値を糖量変化情報として出力し、制御部により各手
段を制御し、制御部は、尿糖測定手段により尿糖が検出されると、当該検出の結果を食直
前の尿糖値として記憶手段に記憶するとともに、計時手段に計測を開始させ、時報手段に
対して所定時間として第１の時間（好ましくは、２時間）を設定して、食直前の尿糖値の
検出から第１の時間が経過すると、尿糖値を測定すべき旨を時報手段により被験者に報知
させ、当該報知後に尿糖測定手段により尿糖が検出されると、当該検出の結果を食後の尿
糖値として、当該食後の尿糖値と記憶手段に記憶された食直前の尿糖値との差を尿糖変化
値演算手段により演算させ、当該演算の結果得られた尿糖変化値を糖量変化情報として出
力する。これによると、食直前及び食後だけの測定である。また、摂取した食事に基づい
て血液中に生じる高血糖状態は、食直前の測定により、それ以前に膀胱に溜まっていた尿
を排尿することによって、所定時間経過後の測定で得られる尿糖変化値に反映される。換
言すると、身体代謝機能が不十分により食事後に身体内で利用が行われないほとんどの糖
量を確保できる。したがって、被測定者にとって、手間が少なく信頼性の高い尿糖変化値
を提供することができる。
【００２２】
　また、食直前尿糖値の測定から２時間経過後が、食事後に身体内で利用が行われない糖
が尿中に排泄されるとともに、尿の増加により薄まることによる影響が少ない。したがっ
て、被測定者にとって、より信頼性の高い尿糖変化値を提供することができる。
【００２３】
　また、糖量変化可否判定手段により身体内の糖量変化の可否について判定し、尿糖変化
情報出力手段によりその指標を出力することで、被測定者とって、手間なく容易に、糖に
対する身体代謝機能の判定結果を提供することができる。
【００２４】
　また、身体内の糖量変化の可否について、尿糖変化値≦２０mg/dlの場合に「良好」、
２０mg/dl<尿糖変化値≦５０mg/dlの場合に「やや高い」、５０mg/dl<尿糖変化値の場合
に「高い」と判定することで、被測定者とって、より有益な糖に対する身体代謝機能の判
定結果を提供することができる。
【００２５】
　また、食後再測定モード指定手段により食後の尿糖値の測定の後に尿糖値を再度測定さ
せるための食後再測定モードを被験者に指定させ、制御部は、食後再測定モード指定手段
によって食後再測定モードが指定されている場合に、糖量変化可否判定手段によって判定
した身体内の糖量変化が可でないと判定されると、計時手段に計測を開始させ、時報手段
に対して所定時間として第３の時間を設定して、当該第３の時間（好ましくは１時間）が
経過すると、尿糖値を測定すべき旨を時報手段により被験者に報知させ、当該報知後に尿
糖測定手段により尿糖が検出されると、当該検出の結果を食後の尿糖値として、当該食後
の尿糖値と記憶手段に記憶された食直前の尿糖値との差分を尿糖変化値演算手段により演
算させることで、被測定者にとって、継続して、尿糖変化値及び糖に対する身体代謝機能
の判定結果を提供することができる。
【００２６】
　また、食後尿糖値の測定から１時間経過後が、尿のたまり具合と評価間隔に適するため
、被測定者とって、負担が少なく、継続して尿糖変化値及び糖に対する身体代謝機能の判
定結果を提供することができる。
【００２７】
　また、食前測定モード指定手段により食直前の尿糖値の測定の前に食前の尿糖値を測定
するための食前測定モードを被験者に指定させ、制御部は、食前測定モード指定手段によ
って食前測定モードが指定されている場合には、尿糖測定手段により尿糖が検出されると
、当該検出の結果を食前の尿糖値として記憶手段に記憶するとともに、計時手段に計測を
開始させ、時報手段に対して所定時間として第２の時間を設定して、食前の尿糖値の検出



(11) JP 4167253 B2 2008.10.15

10

20

30

40

50

から第２の時間（好ましくは１時間）が経過すると、尿糖値を測定すべき旨を時報手段に
より被験者に報知させ、当該報知後に尿糖測定手段により尿糖が検出されると、当該検出
の結果を食直前の尿糖値として記憶手段に記憶するとともに、計時手段に計測を開始させ
、時報手段に対して所定時間として第１の時間を設定し、当該第１の時間が経過した後に
検出された食後の尿糖値と第２の時間が経過した後に検出された食直前の尿糖値との差を
、尿糖変化値として尿糖変化値演算手段により演算させることで、被測定者にとって、正
確な食直前尿糖値を提供することができる。
【００２８】
　また、食前尿糖値の測定から１時間経過後が、尿のたまり具合に適するため、被測定者
とって、負担が少なく食直前尿糖値を正確に提供することができる。
【００２９】
　また、本発明の尿糖計は、基準食と通常食との間で、被験者の身体内の糖量の食事前後
における変化の差を示す食差糖量変化情報を求めるための尿糖計であって、被験者が尿の
測定を実行すると、尿糖測定手段により尿中の糖成分である尿糖を検出し、記憶手段によ
り尿糖測定手段による検出の結果を尿糖値として記憶し、計時手段により計時開始からの
時間を計測し、時報手段により計時手段の計測時間が所定時間を経過したときにその旨を
報知し、尿糖変化値演算手段により食直前の尿糖値と食後の尿糖値との差を尿糖変化値と
して演算し、食種指定手段により基準食と通常食のいずれかを被験者に指定させ、食差尿
糖変化値演算手段により基準食の尿糖変化値と通常食の尿糖変化値との差を食差尿糖変化
値として演算し、食差糖量変化情報出力手段により食差尿糖変化値演算手段により演算し
た食差尿糖変化値を食差糖量変化情報として出力し、制御部により各手段を制御し、制御
部は、食種指定手段によって基準食が指定された場合には、尿糖測定手段により尿糖が検
出されると、当該検出の結果を基準食直前の尿糖値として記憶手段に記憶するとともに、
計時手段に計測を開始させ、時報手段に対して所定時間として第１の時間（好ましくは２
時間）を設定して、基準食直前の尿糖値の検出から第１の時間が経過すると、尿糖値を測
定すべき旨を時報手段により被験者に報知させ、当該報知後に尿糖測定手段により尿糖が
検出されると、当該検出の結果を基準食後の尿糖値として、当該基準食後の尿糖値と記憶
手段に記憶された基準食直前の尿糖値との差を尿糖変化値演算手段により演算させ、当該
演算の結果を基準食の尿糖変化値として記憶手段に記憶し、制御部は、食種指定手段によ
って通常食が指定された場合には、尿糖測定手段により尿糖が検出されると、当該検出の
結果を通常食直前の尿糖値として記憶手段に記憶するとともに、計時手段に計測を開始さ
せ、時報手段に対して所定時間として第１の時間を設定して、通常食直前の尿糖値の検出
から第１の時間が経過すると、尿糖値を測定すべき旨を時報手段により被験者に報知させ
、当該報知後に尿糖測定手段により尿糖が検出されると、当該検出の結果を通常食後の尿
糖値として、当該通常食後の尿糖値と記憶手段に記憶された通常食直前の尿糖値との差を
尿糖変化値演算手段により通常食の尿糖変化値として演算させ、通常食の尿糖変化値と基
準食の尿糖変化値との差を食差尿糖変化値演算手段により演算させ、当該演算の結果得ら
れた食差尿糖変化値を、食差糖量変化情報として出力する。
　また、本発明の尿糖計は、被験者の身体内の糖量の食事前後における変化を示す糖量変
化情報および基準食と通常食との間における変化の差を示す食差糖量変化情報を求めるこ
とが可能な尿糖計であって、尿糖測定手段により被験者が尿の測定を実行すると、尿中の
糖成分である尿糖を検出し、記憶手段により尿糖測定手段による検出の結果を尿糖値とし
て記憶し、計時手段により計時開始からの時間を計測し、時報手段により計時手段の計測
時間が所定時間を経過したときにその旨を報知し、尿糖変化値演算手段により食直前の尿
糖値と食後の尿糖値との差を尿糖変化値として演算し、基本モード選択手段により尿糖変
化値演算手段により演算した尿糖変化値を糖量変化情報として出力する糖量変化情報出力
手段と、基本モードとして、食事前後における尿糖変化値を求める第１モードと、基準食
と通常食との間で尿糖変化値の差を食差尿糖変化値として求める第２モードとのいずれか
を被験者に選択させ、食種指定手段により基準食と通常食のいずれかを被験者に指定させ
、食差尿糖変化値演算手段により基準食の尿糖変化値と通常食の尿糖変化値との差を食差
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尿糖変化値として演算し、食差糖量変化情報出力手段により、食差尿糖変化値演算手段に
より演算した食差尿糖変化値を食差糖量変化情報として出力し、制御部により各手段を制
御し、制御部は、基本モード選択手段により第１モードが指定された場合には、尿糖測定
手段により尿糖が検出されると、当該検出の結果を食直前の尿糖値として記憶手段に記憶
するとともに、計時手段に計測を開始させ、時報手段に対して所定時間として第１の時間
（好ましくは２時間）を設定し、食直前の尿糖値の検出から第１の時間が経過すると、尿
糖値を測定すべき旨を時報手段により被験者に報知させ、当該報知後に尿糖測定手段によ
り尿糖が検出されると、当該検出の結果を食後の尿糖値として、当該食後の尿糖値と記憶
手段に記憶された食直前の尿糖値との差を尿糖変化値演算手段に演算させ、当該演算の結
果得られた尿糖変化値を糖量変化情報として出力し、制御部は、基本モード選択手段によ
り第２モードが選択され、且つ、食種指定手段によって基準食が指定された場合には、尿
糖測定手段により尿糖が測定されたことを検出されると、尿糖測定手段による測定の結果
を基準食直前の尿糖値として記憶手段に記憶するとともに、計時手段に計測を開始させ、
時報手段に対して所定時間として第１の時間を設定して、基準食直前の尿糖値の検出から
第１の時間が経過すると、尿糖値を測定すべき旨を時報手段により被験者に報知させ、当
該報知後に尿糖測定手段により尿糖が検出されると、当該検出の結果を基準食後の尿糖値
として、当該基準食後の尿糖値と記憶手段に記憶された基準食直前の尿糖値との差を尿糖
変化値演算手段に演算させ、当該演算の結果を基準食の尿糖変化値として記憶手段に記憶
し、制御部は、基本モード選択手段により第２モードが選択され、且つ、食種指定手段に
よって通常食が指定された場合には、尿糖測定手段により尿糖が検出されると、当該検出
の結果を通常食直前の尿糖値として記憶手段に記憶するとともに、計時手段に計測を開始
させ、時報手段に対して所定時間として第１の時間を設定して、通常食直前の尿糖値の検
出から第１の時間が経過すると、尿糖値を測定すべき旨を時報手段により被験者に報知さ
せ、当該報知後に尿糖測定手段により尿糖が検出されると、当該検出の結果を通常食後の
尿糖値として、当該通常食後の尿糖値と記憶手段に記憶された通常食直前の尿糖値との差
を尿糖変化値演算手段により通常食の尿糖変化値として演算させ、当該通常食の尿糖変化
値と基準食の尿糖変化値との差を食差尿糖変化値演算手段により演算させ、当該演算の結
果得られた食差尿糖変化値を食差糖量変化情報として出力する。
　これによると、被測定者にとって、摂取する食事内容の違いによる信頼性の高い食差尿
糖変化値を提供することができる。
【００３０】
　また、基準食直前尿糖値の測定から２時間経過後及び通常食直前尿糖値の測定から２時
間経過後が、食事後に身体内で利用が行われない糖が尿中に排泄されるとともに、尿の増
加により薄まることによる影響が少ない。したがって、被測定者にとって、より信頼性の
高い食差尿糖変化値を提供することができる。
【００３１】
　また、食事内容可否判定手段により通常の食事内容の可否について判定し、食差尿糖変
化情報出力手段によりその指標を出力することで、被測定者とって、手間なく容易に、食
事内容に対する判定結果を提供することができる。
【００３２】
　また、通常の食事内容の可否について、食差尿糖変化値<－５０mg/dlの場合に「少ない
」、－５０mg/dl≦食差尿糖変化値≦５０mg/dlの場合に「同等」、５０mg/dl<食差尿糖変
化値の場合に「多い」と判定することで、被測定者とって、より有益な食事内容に対する
判定結果を提供することができる。
【００３３】
　食前測定モード指定手段により、食直前の尿糖値、基準食直前の尿糖値、または通常食
直前の尿糖値の測定の前に食前の尿糖値を測定するための食前測定モードを被験者に指定
させ、制御部は、食前測定モード指定手段によって食前測定モードが指定されている場合
には、尿糖測定手段により尿糖が検出されると、当該検出の結果を食前の尿糖値として記
憶手段に記憶するとともに、計時手段に計測を開始させ、時報手段に対して所定時間とし
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て第２の時間（好ましくは１時間）を設定して、食前の尿糖値の検出から第２の時間が経
過すると、尿糖値を測定すべき旨を時報手段により被験者に報知させ、当該報知後に尿糖
測定手段により尿糖が検出されると、当該検出の結果を食直前の尿糖値、基準食直前の尿
糖値、または通常食直前の尿糖値として記憶手段に記憶するとともに、計時手段に計測を
開始させ、時報手段に対して所定時間として第１の時間を設定し、当該第１の時間が経過
した後に検出された食後の尿糖値と、第２の時間が経過した後に検出された食直前の尿糖
値、基準食直前の尿糖値、または通常食直前の尿糖値との差を、尿糖変化値として尿糖変
化値演算手段により演算させることで、被測定者にとって、食直前尿糖値、基準食直前尿
糖値及び通常食前尿糖値を正確に提供することができる。
【００３４】
　また、基準食前尿糖値の測定から１時間経過後及び通常食前尿糖値の測定から１時間経
過後が、尿のたまり具合に適するため、被測定者とって、負担が少なく、正確な基準食直
前尿糖値及び通常食前尿糖値を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３５】
　本発明の尿糖計は、二つのイベントモード機能を有し、そのうちの一方のイベントモー
ド機能を達成するために、食前尿糖測定手段、食直前尿糖時報手段、食直前尿糖測定手段
、食後尿糖時報手段、食後尿糖測定手段、尿糖変化値演算手段、糖量変化可否判定手段及
び尿糖変化情報出力手段にて構成し、また、そのうちの他方のイベントモード機能を達成
するために、基準食前尿糖測定手段、基準食直前尿糖時報手段、基準食直前尿糖測定手段
、基準食後尿糖時報手段、基準食後尿糖測定手段、基準尿糖変化値演算手段、通常食前尿
糖測定手段、通常食直前尿糖時報手段、通常食直前尿糖測定手段、通常食後尿糖時報手段
、通常食後尿糖測定手段、通常尿糖変化値演算手段、食差尿糖変化値演算手段、食事内容
可否判定手段及び食差尿糖変化情報出力手段にて構成する。
【００３６】
　なお、ここで、基準食とは、専門家（医者、栄養士等）、文献（糖尿病に関する料理本
等）等による指導に基づいた糖尿病に関して適する食事（例えば、被測定者にとって、炭
水化物、たんぱく質、脂質のバランスと総カロリーとの調整がとれた食事）のことを示す
。また、通常食とは、被測定者が日々摂取する食事のことを示す。
【００３７】
　まず、一方のイベントモード機能（食前後における尿糖変化値を求め、身体の糖量変化
について判定するための機能）を達成するための各手段について詳述する。
【００３８】
　食前尿糖測定手段は、食直前尿糖測定手段により食直前尿糖値を測定する前に食前尿糖
値を測定する。前回の食後において尿中に排泄されて残留している糖成分の影響を受けな
いようにするための手段である。
【００３９】
　食直前尿糖時報手段は、食前尿糖測定手段による食前尿糖値の測定から所定時間経過後
に、食直前尿糖値を測定すべき旨を報知する。ここで、所定時間とは、食直前までに検尿
のための尿としてたまるに適する時間のこといい、好ましくは１時間である。
【００４０】
　食直前尿糖測定手段は、食直前尿糖値を測定する。尿糖変化値を求めるために基準とす
る尿糖値を取得するための手段である。
【００４１】
　食後尿糖時報手段は、食直前尿糖測定手段による食直前尿糖値の測定から所定時間経過
後に食後尿糖値を測定すべき旨を報知する。ここで、所定時間とは、食事後に身体内で利
用が行われない糖が尿中に排泄されるとともに、尿の増加により薄まることによる影響が
少ない時間、すなわち、検尿のための尿としてたまるに適する時間のことをいい、好まし
くは２時間である。
【００４２】
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　食後尿糖測定手段は、食後尿糖時報手段による報知後に食後尿糖値を測定する。尿糖変
化値を求めるために対象とする尿糖値を取得するための手段である。
【００４３】
　尿糖変化値演算手段は、食後尿糖測定手段により測定した食後尿糖値と食直前尿糖測定
手段により測定した食直前尿糖値との差を尿糖変化値として演算する。身体代謝機能が不
十分により食事後に身体内で利用が行われない糖量を求めるための手段である。
【００４４】
　糖量変化可否判定手段は、尿糖変化値演算手段により演算した尿糖変化値に基づいて身
体内の糖量変化の可否について判定する。身体代謝機能が不十分により食事後に身体内で
利用が行われない糖量について自動的に判定するための手段である。ここで、身体内の糖
量変化の可否については、尿糖変化値≦２０mg/dlの場合には「良好」、２０mg/dl<尿糖
変化値≦５０mg/dlの場合には「やや高い」、５０mg/dl<尿糖変化値の場合には「高い」
と判定することが望ましい。糖尿病、動脈硬化症等といった疾病やその予防の判断に適す
る判定範囲だからである。
【００４５】
　尿糖変化情報出力手段は、尿糖変化値演算手段により演算した尿糖変化値及び糖量変化
可否判定手段により判定した身体内の糖量変化の可否についての指標を出力する。被測定
者に結果を知らしめるための手段である。
【００４６】
　このような構成によると、食前尿糖測定手段により食前尿糖値を測定し、食直前尿糖時
報手段により食前尿糖値の測定から所定時間（好ましくは１時間）経過後に食直前尿糖値
を測定すべき旨を報知し、食直前尿糖測定手段によりこの報知後に食直前尿糖値を測定し
、食後尿糖時報手段により食直前尿糖値の測定から所定時間（好ましくは２時間）経過後
に食後尿糖値を測定すべき旨を報知し、食後尿糖測定手段によりこの報知後に食後尿糖値
を測定し、尿糖変化値演算手段により食後尿糖値と食直前尿糖値との差を示す尿糖変化値
を演算し、糖量変化可否判定手段によりこの演算した尿糖変化値に基づいて身体内の糖量
変化の可否について判定（好ましくは、尿糖変化値≦２０mg/dlの場合には「良好」、２
０mg/dl<尿糖変化値≦５０mg/dlの場合には「やや高い」、５０mg/dl<尿糖変化値の場合
には「高い」と判定）し、尿糖変化情報出力手段により尿糖変化値及び身体内の糖量変化
の可否についての指標を出力し、食後尿糖時報手段によりこの判定した身体内の糖量変化
が可でない場合に食後尿糖値の測定から所定時間（好ましくは１時間）経過後に食後尿糖
値を測定すべき旨を報知するため、被測定者にとって、手間が少なく容易に正確に信頼性
の高い尿糖変化値及び糖に対する身体代謝機能の判定結果を提供することができる。
【００４７】
　次に、他方のイベントモード機能（基準食と通常食とにおける食差尿糖変化値を求め、
通常する食事の可否について判定するための機能）を達成するための各手段について詳述
する。
【００４８】
　基準食前尿糖測定手段は、基準食直前尿糖測定手段により食直前尿糖値を測定する前に
基準食前尿糖値を測定する。前回の食後において尿中に排泄されて残留している糖成分の
影響を受けないようにするための手段である。
【００４９】
　基準食直前尿糖時報手段は、基準食前尿糖測定手段による基準食前尿糖値の測定から所
定時間経過後に基準食直前尿糖値を測定すべき旨を報知する。ここで、所定時間とは、基
準食直前までに検尿のための尿としてたまるに適する時間のこといい、好ましくは１時間
である。
【００５０】
　基準食直前尿糖測定手段は、基準食直前尿糖値を測定する。基準尿糖変化値を求めるた
めに基準とする尿糖値を取得するための手段である。
【００５１】
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　基準食後尿糖時報手段は、基準食直前尿糖測定手段による基準食直前尿糖値の測定から
所定時間経過後に基準食後尿糖値を測定すべき旨を報知する。ここで、所定時間とは、基
準食事後に身体内で利用が行われない糖が尿中に排泄されるとともに、尿の増加により薄
まることによる影響が少ない時間、すなわち、検尿のための尿としてたまるに適する時間
のことをいい、好ましくは２時間である。
【００５２】
　基準食後尿糖測定手段は、基準食後尿糖時報手段による報知後に基準食後尿糖値を測定
する。基準尿糖変化値を求めるために対象とする尿糖値を取得するための手段である。
【００５３】
　基準尿糖変化値演算手段は、基準食後尿糖測定手段により測定した基準食後尿糖値と基
準食直前尿糖測定手段により測定した基準食直前尿糖値との差を基準尿糖変化値として演
算する。身体代謝機能が不十分により基準食事後に身体内で利用が行われない糖量を求め
るための手段である。
【００５４】
　通常食前尿糖測定手段は、通常食直前尿糖測定手段により食直前尿糖値を測定する前に
通常食前尿糖値を測定する。前回の食後において尿中に排泄されて残留している糖成分の
影響を受けないようにするための手段である。
【００５５】
　通常食直前尿糖時報手段は、通常食前尿糖測定手段による通常食前尿糖値の測定から所
定時間経過後に通常食直前尿糖値を測定すべき旨を報知する。ここで、所定時間とは、通
常食直前までに検尿のための尿としてたまるに適する時間のこといい、好ましくは１時間
である。
【００５６】
　通常食直前尿糖測定手段は、通常食直前尿糖値を測定する。通常尿糖変化値を求めるた
めに基準とする尿糖値を取得するための手段である。
【００５７】
　通常食後尿糖時報手段は、通常食直前尿糖測定手段による通常食直前尿糖値の測定から
所定時間経過後に通常食後尿糖値を測定すべき旨を報知する。ここで、所定時間とは、通
常食事後に身体内で利用が行われない糖が尿中に排泄されるとともに、尿の増加により薄
まることによる影響が少ない時間、すなわち、検尿のための尿としてたまるに適する時間
のことをいい、好ましくは２時間である。
【００５８】
　通常食後尿糖測定手段は、通常食後尿糖時報手段による報知後に通常食後尿糖値を測定
する。通常尿糖変化値を求めるために対象とする尿糖値を取得するための手段である。
【００５９】
　通常尿糖変化値演算手段は、通常食後尿糖測定手段により測定した通常食後尿糖値と通
常食直前尿糖測定手段により測定した通常食直前尿糖値との差を通常尿糖変化値として演
算する。身体代謝機能が不十分により通常食事後に身体内で利用が行われない糖量を求め
るための手段である。
【００６０】
　食差尿糖変化値演算手段は、通常尿糖変化値演算手段により演算した通常尿糖変化値と
基準尿糖変化値演算手段により演算した基準尿糖変化値との差を食差尿糖変化値として演
算する。摂取した食事内容の違いにより身体内で利用が行われない糖量を求めるための手
段である。
【００６１】
　食事内容可否判定手段は、食差尿糖変化値演算手段により演算した食差尿糖変化値に基
づいて通常の食事内容の可否について判定する。摂取した食事内容の違いにより身体内で
利用が行われない糖量について自動的に判定するための手段である。ここで、通常の食事
内容の可否については、食差尿糖変化値<－５０mg/dlの場合には「少ない」、－５０mg/d
l≦食差尿糖変化値≦５０mg/dlの場合には「同等」、５０mg/dl<食差尿糖変化値の場合に
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は「多い」と判定することが望ましい。糖尿病、動脈硬化症等といった疾病者やその予防
者の通常する食事の適否の判断に適する判定範囲だからである。
【００６２】
　食差尿糖変化情報出力手段は、食差尿糖変化値演算手段により演算した食差尿糖変化値
及び食事内容可否判定手段により判定した通常の食事内容の可否についての指標を出力す
る。被測定者に結果を知らしめるための手段である。
【００６３】
　このような構成によると、基準食前尿糖測定手段により基準尿糖値を測定し、基準食直
前尿糖時報手段により基準食前尿糖値の測定から所定時間経過後（好ましくは１時間）に
基準食直前尿糖値を測定すべき旨を報知し、基準食直前尿糖測定手段によりこの報知後に
基準食直前尿糖値を測定し、基準食後尿糖時報手段により基準食直前尿糖値の測定から所
定時間（好ましくは２時間）経過後に基準食後尿糖値を測定すべき旨を報知し、基準食後
尿糖測定手段によりこの報知後に基準食後尿糖値を測定し、基準尿糖変化値演算手段によ
り基準食後尿糖値と基準食直前尿糖値との差を示す基準尿糖変化値を演算し、通常食前尿
糖測定手段により通常尿糖値を測定し、通常食直前尿糖時報手段により通常食前尿糖値の
測定から所定時間（好ましくは１時間）経過後に通常食直前尿糖値を測定すべき旨を報知
し、通常食直前尿糖測定手段によりこの報知後に通常食直前尿糖値を測定し、通常食後尿
糖時報手段により通常食直前尿糖値の測定から所定時間（好ましくは２時間）経過後に通
常食後尿糖値を測定すべき旨を報知し、通常食後尿糖測定手段によりこの報知後に通常食
後尿糖値を測定し、通常尿糖変化値演算手段により通常食後尿糖値と通常食直前尿糖値と
の差を示す通常尿糖変化値を演算し、食差尿糖変化値演算手段により通常尿糖変化値と基
準尿糖変化値との差を示す食差尿糖変化値を演算し、食事内容可否判定手段によりこの演
算した食差尿糖変化値に基づいて通常の食事内容の可否について判定（好ましくは、食差
尿糖変化値<－５０mg/dlの場合には「少ない」、－５０mg/dl≦食差尿糖変化値≦５０mg/
dlの場合には「同等」、５０mg/dl<食差尿糖変化値の場合には「多い」と判定）し、食差
尿糖変化情報出力手段により食差尿糖変化値及び通常の食事内容の可否についての指標を
出力するため、被測定者にとって、手間が少なく容易に正確に信頼性の高い食差尿糖変化
値及び食事内容に対する判定結果を提供することができる。
【００６４】
　以下、上述した形態について、中高濃度の尿糖のみならず、従来において正確な検出が
困難であった低濃度域の尿糖の検出をも可能な尿糖センサを有する尿糖計を、実施例とし
て具体的に説明する。
【実施例】
【００６５】
　まず、図１及び図２に示す外観図、図３に示すブロック図及び図４に示す表示部の表示
形態を示す図を用いて、本発明に係わる尿糖計の構成について詳述する。
【００６６】
　本発明に係わる尿糖計１は、尿中糖分を電気化学的に検出するセンサカートリッジ１１
と、センサカートリッジ１１による検出に基づいて尿中糖分濃度の測定・表示を行いかつ
測定の際に保持をする部分となる本体２１とによって全体を大略構成する。なお、本発明
に係わる尿糖計１は、使用しない時には、磁石４２を有するスタンド４１に挿入設置する
ことにより保管可能なものである。
【００６７】
　センサカートリッジ１１は、尿糖センサ１３、サーミスタ１４、スタンド検出リードス
イッチ１５、コネクタ１６及びコネクタ接続検出回路１７を外体１２に備える。また、本
体２１は、電源２３、操作ボタン２４（２４ａ、２４ｂ）、Ｄ／Ａ変換装置２５、センサ
駆動回路２６、Ａ／Ｄ変換装置２７、ブザー２８、表示装置２９、外部入出力インターフ
ェース端子３０、コネクタ３１及びマイクロコンピュータ３２を外体２２に備える。
【００６８】
　尿糖センサ１３は、尿中の夾雑物質の影響を排除して、低中高の広範囲に渡る尿中糖分
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濃度について検出する。
【００６９】
　サーミスタ１４は、測定の際における尿の温度を検出し、尿糖センサ１３の温度特性を
補正するためのものである。
【００７０】
　スタンド検出リードスイッチ１５は、スタンド４１から尿糖計１を取り出した際に、磁
石４２における磁場の強さの変動を検出し、モード設定、校正及び尿中糖分濃度の測定等
を可能とするためのものである。
【００７１】
　電源２３は、電池であり、尿糖計１の電気系統各部に電力を供給する。
【００７２】
　操作ボタン２４（２４ａ、２４ｂ）は、押されたことを検出し、モードや食事内容を選
択して設定登録したり、校正したりするためのものである。
【００７３】
　Ｄ／Ａ変換装置２５は、マイクロコンピュータ３２からのデジタル信号（駆動信号）を
アナログ信号（駆動信号）に変換して出力する。
【００７４】
　センサ駆動回路２６は、Ｄ／Ａ変換装置２５からの駆動信号に基づいて尿糖センサ１３
に駆動信号を供給するとともに、尿糖センサ１３にて検出された検出信号を入出力する。
【００７５】
　Ａ／Ｄ変換装置２７は、センサ駆動回路２６からのアナログ信号（検出信号）をデジタ
ル信号（検出信号）に変換して出力する。
【００７６】
　ブザー２８は、マイクロコンピュータ３２からの信号に基づいて、尿糖測定をする旨を
報知するためのブザー音を発生する。
【００７７】
　表示装置２９は、マイクロコンピュータ３２からの信号に基づいて、校正の状況、測定
の状況、センサ交換の告知、電池交換の告知、選択モードの状況、次の測定の予告、尿糖
測定結果の告知及び判定結果の告知を表示する。より具体的に詳述すると、図４に示す表
示内容のうち、「基準あわせ」及びその上の「水滴マーク」を校正時に点灯することによ
って校正の状況を表示する。また、「準備中」、「測定」、「洗浄」又は「終了」のいず
れかを測定過程中に点灯することによって測定の状況を表示する。更に、「センサ交換」
を尿糖センサ１３の交換時期に点灯することによってセンサカートリッジ１１交換の告知
を表示する。更に、「電池マーク」を交換時期に点灯することによって電池交換の告知を
表示する。更に、「モード」と、その横の「１」、「２」、「３」及び「４」のうち選択
されているものとをイベント時に点灯することによって選択モードの状況を表示する。更
に、「次測定予告」及び「時間後」と、これら間の「１」又は「２」のいずれかをイベン
ト時に点灯することによって次の測定の予告を表示する。更に、「４桁の数字」にて尿糖
変化値、基準尿糖変化値又は通常尿糖変化値を各々の測定後に点灯することによって尿糖
測定結果の告知を表示する。更に、３つの「三角マーク」のうち外体２２に印刷された判
定内容に該当する位置するものを各々の判定後に点灯することによって選択モードの状況
を表示する。
【００７８】
　外部入出力インターフェース端子３０は、マイクロコンピュータ３２内の外部入出力イ
ンターフェース３８からの信号に基づいて、パーソナルコンピュータ等の外部機器と各種
データ（外部機器からの入力データや尿糖計１からの尿糖測定結果・判定結果等の出力デ
ータ）の通信を行う。
【００７９】
　コネクタ１６、３１は、センサカートリッジ１１と本体２１との間の電気的な通信を可
能に接続する。
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【００８０】
　コネクタ接続検出回路１７は、コネクタ１６とコネクタ３１とが接続状態となっている
かを検出する。
【００８１】
　マイクロコンピュータ３２は、各種尿糖値や各種可否判定等を演算し、かつ、各種を制
御する演算及び制御装置３３、制御及び演算用プログラム等を記憶するＲＯＭ３４、演算
結果・外部より読み込んだプログラム等を一時的に記憶するＲＡＭ３５、各種報知のため
に計時する時計３６、選択されたモードや食事内容・演算した各種尿糖値・判定した判定
結果等を更新されるまで記憶する記憶補助装置３７、パーソナルコンピュータ等の外部機
器と各種データ（外部機器からの入力データや尿糖計１からの尿糖測定結果・判定結果等
の出力データ）の通信変換をする外部入出力インターフェース３８、電気系統各部につな
がるＩＯポート等を備え、食直前尿糖値・食後尿糖値・基準食前尿糖値・基準食後尿糖値
・通常食前尿糖値・通常食後尿糖値を測定すべき旨の報知、食前尿糖値・食直前尿糖値・
食後尿糖値・基準食前尿糖値・食直前尿糖値・基準食後尿糖値・通常食前尿糖値・通常食
直前尿糖値・通常食後尿糖値の測定、尿糖変化値（食後尿糖値と食直前尿糖値との差）・
基準尿糖変化値（基準食後尿糖値と基準食直前尿糖値との差）・通常尿糖変化値（通常食
後尿糖値と通常食直前尿糖値との差）・食差尿糖変化値（通常尿糖変化値と基準尿糖変化
値との差）の演算、尿糖変化値に基づいた身体内の糖量変化の可否について・食差尿糖変
化値に基づいた通常の食事内容の可否についての判定、及びこれら演算・判定結果の出力
に係わる制御等の処理を行う。
【００８２】
　なお、尿糖センサ１３、Ｄ／Ａ変換装置２５、センサ駆動回路２６、Ａ／Ｄ変換装置２
７及びマイクロコンピュータ３２による構成は、食前尿糖測定手段、食直前尿糖測定手段
、食後尿糖測定手段、基準食前尿糖測定手段、基準食直前尿糖測定手段、基準食後尿糖測
定手段、通常食前尿糖測定手段、通常食直前尿糖測定手段及び通常食後尿糖測定手段に該
当する。また、ブザー２８及びマイクロコンピュータ３２による構成は、食直前尿糖時報
手段、食後尿糖時報手段、基準食直前尿糖時報手段、基準食後尿糖時報手段、通常食直前
尿糖時報手段及び通常食後尿糖時報手段に該当する。更に、マイクロコンピュータ３２に
よる構成は、尿糖変化値演算手段、糖量変化可否判定手段、基準尿糖変化値演算手段、通
常尿糖変化値演算手段、食差尿糖変化値演算手段及び食事内容可否判定手段に該当する。
更に、マイクロコンピュータ３２及び表示装置２９、又はマイクロコンピュータ３２及び
外部入出力インターフェース端子３０による構成は、尿糖変化情報出力手段及び食差尿糖
変化情報出力手段に該当する。
【００８３】
　次に、図５及び図６に示すフローチャートを用いて、本発明に係わる尿糖計の取扱、操
作及び動作について説明する。
【００８４】
　まず、スタンド４１から尿糖計１が取り抜かれると、スタンド検出リードスイッチ１５
が作動し、電源２３が電気系統各部に電力を供給し、尿糖計１は動作状態となる（ステッ
プＳ１）。
【００８５】
　続いて、マイクロコンピュータ３２において、操作ボタン２４（２４ａ、２４ｂ）から
付加モードが選択されたか否かを判定する（ステップＳ２）。ここで、付加モードとは、
モード３（食前尿糖値を測定後に食直前尿糖値を測定するための機能、又は基準食前尿糖
値を測定後に基準食直前尿糖値及び通常食前尿糖値を測定後に通常食直前尿糖値を測定す
るための機能）とモード４（食後尿糖値の測定の結果如何によって、再度食後尿糖値を測
定するための機能）とを示す。
【００８６】
　そして、操作ボタン２４（２４ａ、２４ｂ）により付加モードが選択された場合（ステ
ップＳ２で「有り」）には、この選択された付加モードを設定登録し、表示装置２９にお
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いてモード「３」、モード「４」又はモード「３、４」を点灯表示する（ステップＳ３）
。一方、操作ボタン２４（２４ａ、２４ｂ）により付加モードが選択されなかった場合（
ステップＳ２で「無し」）には、付加モードを非設定として登録し、表示装置２９におい
てモード「３」及び「４」を消灯する。（ステップＳ４）。
【００８７】
　続いて、マイクロコンピュータ３２において、操作ボタン２４（２４ａ、２４ｂ）から
基本モードが選択されたか否かを判定する（ステップＳ５）。ここで、基本モードとは、
モード１（尿糖変化値を測定し、身体内の糖量変化の可否を判定するための機能）とモー
ド２（食差尿糖変化値を測定し、通常の食事内容の可否を判定するための機能）とを示す
。
【００８８】
　そして、操作ボタン２４（２４ａ、２４ｂ）によりモード２が選択された場合（ステッ
プＳ５で「モード２」）には、選択されたモード２を設定登録し、表示装置２９において
モード「２」を点灯表示し、後述するステップＳ６に進む。一方、操作ボタン２４（２４
ａ、２４ｂ）によりモード１が選択された場合（ステップＳ５で「モード１」）には、選
択されたモード１を設定登録し、表示装置２９においてモード「１」を点灯表示し、引き
続いてマイクロコンピュータ３２において、モード３が設定されているか否かを判定する
（ステップＳ７）。
【００８９】
　そして、モード３が設定されている場合（ステップＳ７で「有り」）において、尿糖セ
ンサ１３により尿中における糖成分を検出すると、マイクロコンピュータ３２によりセン
サ駆動回路２６とＡ／Ｄ変換装置２７とを経た検出信号を取り込み、演算及び制御装置３
３によりこの検出信号を食前尿糖値Ａ１として演算し、記憶補助装置３７によりこの食前
尿糖値Ａ１を記憶し、表示装置２９により次測定予告「１」時間後を点灯表示する（ステ
ップＳ８）。次いで、時計３６により１時間を計時後、ブザー２８により食直前における
尿糖測定をする旨を報知するためのブザー音を発生する（ステップＳ９）。
【００９０】
　続いて、モード３が設定されていない場合（ステップＳ７で「無し」）又はステップＳ
９後において、尿糖センサ１３により尿中における糖成分を検出すると、マイクロコンピ
ュータ３２によりセンサ駆動回路２６とＡ／Ｄ変換装置２７とを経た検出信号を取り込み
、演算及び制御装置３３によりこの検出信号を食直前尿糖値Ｂ１として演算し、記憶補助
装置３７によりこの食直前尿糖値Ｂ１を記憶し、表示装置２９により次測定予告「２」時
間後を点灯表示する（ステップＳ１０）。なお、この食直前尿糖値Ｂ１の測定直後におい
て、被測定者による食事が行われる。次いで、時計３６により２時間を計時後、ブザー２
８により食後における尿糖測定をする旨を報知するためのブザー音を発生する（ステップ
Ｓ１１）。
【００９１】
　続いて、尿糖センサ１３により尿中における糖成分を検出すると、マイクロコンピュー
タ３２によりセンサ駆動回路２６とＡ／Ｄ変換装置２７とを経た検出信号を取り込み、演
算及び制御装置３３によりこの検出信号を食後尿糖値Ｃ１として演算し、記憶補助装置３
７によりこの食後尿糖値Ｃ１を記憶する（ステップＳ１２）。
【００９２】
　続いて、演算及び制御装置３３によりこれら食後尿糖値Ｃ１と食直前尿糖値Ｂ１との差
を尿糖変化値Ｘ１として演算し、記憶補助装置３７によりこの尿糖変化値Ｘ１を記憶する
（ステップＳ１３）。
【００９３】
　続いて、演算及び制御装置３３によりこの演算した尿糖変化値Ｘ１が２０mg/dl以下の
場合には「良好」、２０mg/dlを超え５０mg/dl以下の場合には「やや高い」、５０mg/dl
を超える場合には「高い」と判定し、記憶補助装置３７によりこの判定結果を記憶する。
次いで、表示装置２９によりこれら尿糖変化値Ｘ１と判定結果（外体２２に印刷された判
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定内容に該当する位置の「三角マーク」）とを表示し、また、外部入出力インターフェー
ス端子３０によりこれら尿糖変化値Ｘ１と判定結果とを出力する（ステップＳ１４）。
【００９４】
　続いて、マイクロコンピュータ３２において、モード４が設定されているか否かを判定
する（ステップＳ１５）。そして、モード４が設定されている場合（ステップＳ１５で「
有り」）には、先の判定結果が「良好」であったか否かを判定する（ステップＳ１６）。
次いで、先の判定結果が「良好」でなかった場合（ステップＳ１６で「ＮＯ」）には、表
示装置２９により次測定予告「１」時間後を点灯表示し、時計３６により１時間を計時後
、ブザー２８により再度先の食後における尿糖測定をする旨を報知するためのブザー音を
発生し（ステップＳ１７）、ステップＳ１２に戻りの処理を繰り返す。
【００９５】
　また、モード４が設定されていない場合（ステップＳ１５で「無し」）又は先の判定結
果が「良好」であった場合（ステップＳ１６で「ＹＥＳ」）には、この一連の処理を終了
する（ステップＳ１８）。
【００９６】
　引き続いて、上記の一連の処理において、ステップＳ６に進んだ場合（操作ボタン２４
（２４ａ、２４ｂ）によりモード２が選択された場合）について説明する。
【００９７】
　操作ボタン２４（２４ａ、２４ｂ）によりモード２が選択された場合（ステップＳ５で
「モード２」）には、マイクロコンピュータ３２において、操作ボタン２４（２４ａ、２
４ｂ）から食事内容（基準食又は通常食）が選択されたか否かを判定する（ステップＳ３
１）。より具体的に詳述すると、マイクロコンピュータ３２は、一方の操作ボタン２４ａ
が押されると基準食を選択し、他方の操作ボタン２４ｂが押されると通常食を選択する。
【００９８】
　そして、基準食が選択された場合（ステップＳ３１で「基準食」）には、モード３が設
定されているか否かを判定する（ステップＳ３２）。
【００９９】
　そして、モード３が設定されている場合（ステップＳ３２で「有り」）において、尿糖
センサ１３により尿中における糖成分を検出すると、マイクロコンピュータ３２によりセ
ンサ駆動回路２６とＡ／Ｄ変換装置２７とを経た検出信号を取り込み、演算及び制御装置
３３によりこの検出信号を基準食前尿糖値Ａ２として演算し、記憶補助装置３７によりこ
の基準食前尿糖値Ａ２を記憶し、表示装置２９により次測定予告「１」時間後を点灯表示
する（ステップＳ３３）。次いで、時計３６により１時間を計時後、ブザー２８により基
準食直前における尿糖測定をする旨を報知するためのブザー音を発生する（ステップＳ３
４）。
【０１００】
　続いて、モード３が設定されていない場合（ステップＳ３２で「無し」）又はステップ
Ｓ３４後において、尿糖センサ１３により尿中における糖成分を検出すると、マイクロコ
ンピュータ３２によりセンサ駆動回路２６とＡ／Ｄ変換装置２７とを経た検出信号を取り
込み、演算及び制御装置３３によりこの検出信号を基準食直前尿糖値Ｂ２として演算し、
記憶補助装置３７によりこの基準食直前尿糖値Ｂ２を記憶し、表示装置２９により次測定
予告「２」時間後を点灯表示する（ステップＳ３５）。なお、この基準食直前尿糖値Ｂ２
の測定直後において、被測定者による基準食事が行われる。次いで、時計３６により２時
間を計時後、ブザー２８により基準食後における尿糖測定をする旨を報知するためのブザ
ー音を発生する（ステップＳ３６）。
【０１０１】
　続いて、尿糖センサ１３により尿中における糖成分を検出すると、マイクロコンピュー
タ３２によりセンサ駆動回路２６とＡ／Ｄ変換装置２７とを経た検出信号を取り込み、演
算及び制御装置３３によりこの検出信号を基準食後尿糖値Ｃ２として演算し、記憶補助装
置３７によりこの基準食後尿糖値Ｃ２を記憶する（ステップＳ３７）。
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【０１０２】
　続いて、演算及び制御装置３３によりこれら基準食後尿糖値Ｃ２と基準食直前尿糖値Ｂ
２との差を基準尿糖変化値Ｘ２として演算し、記憶補助装置３７によりこの基準尿糖変化
値Ｘ２を記憶し（ステップＳ３８）、表示装置２９によりこの基準尿糖変化値Ｘ２を表示
する（ステップＳ３９）。
【０１０３】
　遡って、通常食が選択された場合（ステップＳ３１で「通常食」）には、モード３が設
定されているか否かを判定する（ステップＳ４０）。
【０１０４】
　そして、モード３が設定されている場合（ステップＳ４０で「有り」）において、尿糖
センサ１３により尿中における糖成分を検出すると、マイクロコンピュータ３２によりセ
ンサ駆動回路２６とＡ／Ｄ変換装置２７とを経た検出信号を取り込み、演算及び制御装置
３３によりこの検出信号を通常食前尿糖値Ａ３として演算し、記憶補助装置３７によりこ
の通常食前尿糖値Ａ３を記憶し、表示装置２９により次測定予告「１」時間後を点灯表示
する（ステップＳ４１）。次いで、時計３６により１時間を計時後、ブザー２８により通
常食直前における尿糖測定をする旨を報知するためのブザー音を発生する（ステップＳ４
２）。
【０１０５】
　続いて、モード３が設定されていない場合（ステップＳ４０で「無し」）又はステップ
Ｓ４２後において、尿糖センサ１３により尿中における糖成分を検出すると、マイクロコ
ンピュータ３２によりセンサ駆動回路２６とＡ／Ｄ変換装置２７とを経た検出信号を取り
込み、演算及び制御装置３３によりこの検出信号を通常食直前尿糖値Ｂ３として演算し、
記憶補助装置３７によりこの通常食直前尿糖値Ｂ３を記憶し、表示装置２９により次測定
予告「２」時間後を点灯表示する（ステップＳ４３）。なお、この通常食直前尿糖値Ｂ３
の測定直後において、被測定者による通常食事が行われる。次いで、時計３６により２時
間を計時後、ブザー２８により通常食後における尿糖測定をする旨を報知するためのブザ
ー音を発生する（ステップＳ４４）。
【０１０６】
　続いて、尿糖センサ１３により尿中における糖成分を検出すると、マイクロコンピュー
タ３２によりセンサ駆動回路２６とＡ／Ｄ変換装置２７とを経た検出信号を取り込み、演
算及び制御装置３３によりこの検出信号を通常食後尿糖値Ｃ３として演算し、記憶補助装
置３７によりこの通常食後尿糖値Ｃ３を記憶する（ステップＳ４５）。
【０１０７】
　続いて、演算及び制御装置３３によりこれら通常食後尿糖値Ｃ３と通常食直前尿糖値Ｂ
３との差を通常尿糖変化値Ｘ３として演算し、記憶補助装置３７によりこの通常尿糖変化
値Ｘ３を記憶する（ステップＳ４６）。
【０１０８】
　続いて、演算及び制御装置３３により通常尿糖変化値Ｘ３と基準尿糖変化値Ｘ２との差
を食差尿糖変化値Ｘ４として演算し、記憶補助装置３７によりこの食差尿糖変化値Ｘ４を
記憶する（ステップＳ４７）。
【０１０９】
　続いて、演算及び制御装置３３によりこの演算した食差尿糖変化値Ｘ４が－５０mg/dl
未満の場合には「少ない」、－５０mg/dl以上５０mg/dl以下の場合には「同等」、５０mg
/dlを超える場合には「多い」と判定し、記憶補助装置３７によりこの判定結果を記憶す
る。次いで、表示装置２９によりこれら食差尿糖変化値Ｘ４と判定結果（外体２２に印刷
された判定内容に該当する位置の「三角マーク」）とを表示し、また、外部入出力インタ
ーフェース端子３０によりこれら食差尿糖変化値Ｘ４と判定結果とを出力し（ステップＳ
４８）、このモード２を抜け、一連の処理を終了する（ステップＳ１８）。
【０１１０】
　なお、上記における食前・食直前・食後・基準食前・基準食直前・基準食後・通常食前
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・通常食直前・通常食後の尿糖測定は、図７に示すように、尿糖計１を手に保持し、尿糖
センサ１３部分にトイレ５１で尿をかけたり、図８に示すように、容器５２に尿を溜め、
尿糖計１を手に保持し、尿糖センサ１３部分をつけたりすることによって行う。
【０１１１】
　以上が、本発明に係わる尿糖計について具体的に説明した実施例であるが、操作ボタン
から食事データを入力し、記憶補助装置３７によりこの食事データを継続して記憶してお
き、後に、テキストベースや画像として呼び出したり、検索したりするようにしてもよい
。
【図面の簡単な説明】
【０１１２】
【図１】本発明に係わる尿糖計を分解して示す外観図である。
【図２】本発明に係わる尿糖計の保管状態を示す外観図である。
【図３】本発明に係わる尿糖計の構成を示すブロック図である。
【図４】図１における表示部の表示形態を示す図である。
【図５】本発明に係わる尿糖計の取扱、操作及び動作についての手順を示すメインフロー
チャートである。
【図６】本発明に係わる尿糖計の取扱、操作及び動作についての手順を示すサブルーチン
フローチャートである。
【図７】トイレで尿を測定する場合の状態を示す測定状態図である。
【図８】容器に溜めた尿を測定する場合の状態を示す測定状態図である。
【符号の説明】
【０１１３】
　１　尿糖計
　１１　センサカートリッジ
　１２、２２　外体
　１３　尿糖センサ
　１４　サーミスタ
　１５　スタンド検出リードスイッチ
　１６、３１　コネクタ
　１７　コネクタ接続検出回路
　２１　本体
　２３　電源
　２４（２４ａ、２４ｂ）　操作ボタン
　２５　Ｄ／Ａ変換装置
　２６　センサ駆動回路
　２７　Ａ／Ｄ変換装置
　２８　ブザー
　２９　表示装置
　３０　外部入出力インターフェース端子
　３２　マイクロコンピュータ
　３３　演算及び制御装置
　３４　ＲＯＭ
　３５　ＲＡＭ
　３６　時計
　３７　記憶補助装置
　３８　外部入出力インターフェース
　４１　スタンド
　４２　磁石
　５１　トイレ
　５２　容器
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【図７】 【図８】
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